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道
路
と
道
標 

 

 

道
標
と
は
、
道
案
内
の
標
識
で
あ
る
。

阿
井
に
は
私
の
知
る
所
で
三
つ
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
（
実
際

に
は
、
四
か
所
）
。
道
あ
っ
て
の
道
標
で

あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
阿
井
地

内
お
け
る
主
要
な
道
は 

①
荒
堀
道
（
米
原

↓

谷
口

↓

川
東

↓

荒
堀
）
②
奥
湯
谷
道
（
川
東

↓

雲
崎

↓

奥
湯
谷
）
③
川
子
原
道
（
大
森
神
社
前

↓

井
戸

↓

川
子
原
）
④
大
吉
道

（
山
根

↓

無
木
大
吉
）
⑤
高
尾
道
（
山
根

↓

奥
湯
谷
尻

↓

中
田
尻

↓

小
阿

井
尻

↓

野
間

↓

高
尾
）
⑥
荒
堀
道
か
ら
分
か
れ
て→
長
谷→

槇
原→

備
後
に

抜
け
る
雲
備
を
結
ぶ
重
要
街
道
（
雲
州
街
道
）
。
さ
ら
に
長
谷
か
ら
半
谷→

福
原

→

吉
田
を
結
ぶ
銀
山
へ
の
道
等
々
が
存
在
し
て
い
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
行
き
交
う
人
々
の
道
案
内
の
役
が
道
標
で
、
主
要
な
交
叉
点

等
に
立
て
ら
れ
、
要
所
要
所
に
は
宿
場
も
あ
っ
た
。
（
上
阿
井
町
・
下
阿
井
山
根 

町
）
。 

道
標
は
何
れ
も
大
き
な
自
然
石
で
あ

り
、
字
は
、
漢
字
や
平
が
な
、
変
体
が
な

で
刻
ま
れ
て
い
る
。 

そ
の
一
つ
は
、
下
阿
井
山
根
よ
り
無
木 

に
向
う
下
阿
井
大
橋
（
旧
新
在
家
橋
）
の 

向
う
側
に
、
「
か
わ
下
八
加
わ
ち
（
河
内
）

右
は
ゆ
つ
ぼ
（
温
泉
）
、
大
や
し
ろ
（
大
社
）

へ
」
左
川
上
は
、
た
か
の
山 

（
高
野
町
）
」
と
（
写
真
右
上
） 

ま
た
一
つ
、
下
阿
井
八
幡
・
奥
湯
谷
別
れ
（
消
防
５
部
詰
所
向
い
）
に
は
、
「
右 

馬
木
、
横
田
、
伯
州
、
左
三
成
、
三
沢
、
大
社
」
と
（
写
真
左
上
） 

更
に
一
つ
は
、
上
阿
井
真
地
可
部
屋
大
橋

先
旧
道
と
の
別
れ
に
は
「
右
、
た
か
の
山
、

こ
ん
ぴ
ら
、
川
下
、
大
や
し
ろ
、
一
ば
た
れ

ん
げ
寺
」
（
写
真
下
）
等
が
あ
り
、
た
だ
単

に
左
右
案
内
だ
け
で
な
く
、
川
上
は…

川
下

は…

等
の
案
内
ぶ
り
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

又
神
社
や
お
寺
の
名
を
あ
げ
案
内
し
て
あ

る
の
は
、
旅
人
の
性
格
も
表
わ
し
て
い
る
。 

こ
の
標
識
が
な
ぜ
一
人
や
二
人
で
は
動
か
す
事

が
で
き
な
い
大
き
な
石
に
石
工
の
手
で
文
字
が
深

く
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
物
事
や
製

作
に
は
意
味
が
あ
り
、
時
代
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か

ら
そ
の
時
代
が
わ
か
り
、
そ
し
て
今
が…

…

更
に

将
来
が
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
八
幡
奥
湯
谷
別
れ
の
道
標
は
、
元
々
置 

か
れ
て
い
た
場
所
か
ら
移
動
し
て
あ
り
、
標
識
に 

示
さ
れ
た
内
容
と
位
置
関
係
が
ず
れ
て
い
る
こ 

と
を
承
知
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。 

 

ま
た
、
最
後
の
写
真
は
、
上
阿
井
町
坂
根
坂
下
に

あ
る
吉
田
別
れ
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
昔
の
道
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
通
っ
て

い
た
の
だ
と
実
感
で
き
る
道
標
で
あ
る
。 

蕪木別れの道標 


